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■生徒へのアンケート

■「情報の時間」から始まった新しい授業実践
各教科，総合的な学習の時間へ…

社会科の例
「イメージマップ」で歴史的事象の関連を整理します。

① ある結果に至る歴史的事象を，教科書・資料集などを使

ってイメージマップ状に表現する。

② 歴史的事象の配置は記述のままや年表順とせず，民衆の

動きや諸外国の動向とも関連させる。

③ 事象と事象をつなぐ線上に「つなぎの言葉」を記入し，

つながりや影響をどのように評価したのか記す。

④ ペアが順に前に出て，板書し理由を発表する。

⑤ 座席順を一つずらして他のペアが評価する。青の付箋紙

に「よい点」，赤の付箋紙に「疑問点や改善点」を記入し

て貼る。

⑥ 他のペアの作品や貼られている付箋紙を参考に修正する。

国語科の例
「ベン図」で作者の文章表現の素晴らしさに気づきます。

① ある人物の行動の描写を表す部分を二つの段落から抜

き出し，ベン図に表す。

② ベン図の∩の部分にふさわしい，ある人物の性格を行動

の描写から考える。

③ その性格から考えて，次の段落の空欄に当てはまる心情

の描写を考える。

④ ４人グループで，描写を出し合い，最もふさわしい文章

表現を発表する。

⑤ 空欄に当てはまる実際の文章表現を知り，自分たちが考

えた表現とどこが異なるのかまとめる。

「情報の時間」では，各授業が終わった後にそれぞれの授業について生徒の評価アン

ケートを行っています。本年度からは，「情報の時間」の授業が情報を正しく扱うため

にどのぐらい役に立つかを知るために，生徒の評価アンケートの評価項目の再構築に取
り組んでいます。

生徒の授業についての感想 ※自由記述の一部抜粋。

総合学習「BIWAKO TIME」の例

ハンドブックにも「シンキングツール」の

ページを設け，“情報科”で学習した「イメー

ジマップ」「マインドマップ」「樹形図」「ベン

図」「KJ 法」などを，生徒が問題解決の場に
利用できるようにしたことは，従来になかっ

たことです。

情報をさまざまなメディアで集めて比較し

たり，情報の信憑性を検討したりするような

情報の価値にこだわる学習の広がりがありま

した。

■これから多数決をするときには自分の意
見に自信を持っていきたいと思います。

■人は都合の悪い情報に目を向けていな
いことが多くあることがわかりました。

■もっと物をいろんな視点で観察し，興味を
持って，ものを見ないと，大切な情報を見落
としてしまうので，もっとしっかりものを見な
いといけないと思いました。

■今日の情報の学習では，言葉だけでは
思うように伝えられないこともあるということ
が分かりました。

■受け手の人が分かりやすく伝えることが
できるようにしたいと思いました。だからま
ず，自分にもよく分かるようにしたいと思い
ます。

■今日は人によって考え方がいろいろあっ
ておもしろかったです。どれがどう良いかな
どいろいろ考えられました。

■情報は，伝わっていく間に変化するとい
うことが分かりました。人によって連想する
ものが違うから少し危ないなあと思いまし
た。

■邪魔なものをどんどん省いていくと，大切
なことが，あぶり出されてくることがおもしろ
かったです。

■情報を学んで，情報には恐ろしいところも
あるとがわかりました。

■デジタルが精密だと思っていたけれど，
アナログの方が精密なことがわかりました。
でも，デジタルにすると便利なことがたくさ
んあってよいと思いました。

■情報はお金につながったりしているの
で，地域によって，世代によってはじめから
差があるのは不公平だと思います。

■まねをすることはいけないことだと教えら
れてきたような気がしますが，まねをするこ
とが創り上げることにつながることがあると
いうこともわかりました。



平成２２年度 滋賀大学教育学部附属中学校

言葉と体験，習得と探究をつなぐ情報の授業

- 11 - 
 

http://www.fc.shiga-u.ac.jp/ 

以下のアンケート結果は、2009年 5月と 11月に行った、「情報」という言葉に関するイメージについてのものです。
「情報」という言葉についてのイメージが広がっていくのがわかります。


